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審 査 の 要 旨 
【批評】 
本研究は，大都市部における小地域レベルでの居住構造を把握することを基礎に，大規模地震によ
る住宅被災世帯発生リスクとその居住特性を推計することによって，住宅再建支援への対応策を提案
したものである．過去の震災発生時に策定された復興計画事例から，地域別，居住構造別のきめ細か
な居住関係情報を事前に把握できなかったことが住宅再建にかかる需要量把握を困難にして復興施
策の遅れを招いたことを指摘し，入手可能なマクロ・ミクロデータから居住特性に応じた住宅被災世
帯発生リスクを小地域で推計し，住宅再建支援の対応策を提言している点は，これまでの復興計画策
定には見られない新しい提案であると評価できる．論文題目にも現れる「社会的脆弱性」，「居住リス
ク」の概念規定や，分析結果の政策的示唆への考察も十分であるとは言い難い点もあるが，十分，博
士論文の水準に達していると思料する． 
 
【最終試験の結果】 
平成２５年６月５日，システム情報工学研究科において，学位論文審査委員の全員出席のもと，著
者に論文について説明を求め，関連事項につき質疑応答を行った．この結果とリスク工学専攻におけ
る達成度評価による結果に基づき，学位論文審査委員全員によって，合格と判定された． 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める． 
 
